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	多文化防災×私の気づき
	 座談会　共助が生まれる地域づくり

	仙台国際交流クラブ
 仙台市立中山小学校

	仙台ではたらく / 子育て in せんだい / 留学生サポートの現場から

 初めまして仙台 / SenTIAで仕事をして
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と	

　
共
生
の
取
り
組
み

外
国
人
人
口
が
集
中
す
る
青
葉
区

中
心
部
。
留
学
生
や
大
学
関
係
者
が

多
い
国
見
地
区
・
片
平
地
区
で
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
多

く
の
外
国
人
被
災
者
が
地
域
の
避
難

所
に
向
か
い
ま
し
た
。言
葉
の
問
題
、

文
化
・
習
慣
の
違
い
等
か
ら
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
避
難
所
運
営

に
当
た
っ
た
自
治
会
・
町
内
会
関
係

者
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。「
外
国

人
は
マ
ナ
ー
が
悪
い
」「
外
国
人
の

せ
い
で
本
当
に
支
援
が
必
要
な
人
が

避
難
で
き
な
か
っ
た
」
な
ど
、
地
域

の
一
部
に
は
外
国
人
に
対
す
る
誤
解

や
偏
見
も
残
り
ま
し
た
。

震
災
後
、
地
域
の
関
係
者
は
日
頃

の
つ
な
が
り
と
相
互
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
が
地
域
の
防
災
訓
練
に
外
国

人
住
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る
工
夫

で
す
。
片
平
地
区
で
は
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
学
生
た
ち
に
炊
き
出
し
を
担
当

し
て
も
ら
い
、
ハ
ラ
ル
ス
ー
プ
の
試

食
を
提
供
。
国
見
地
区
で
は
留
学
生

の
代
表
が
外
国
人
避
難
者
へ
の
連
絡

役
を
担
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
毎
年
続
け
る
こ
と
で
、
共
生

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

変
化
す
る
外
国
人
状
況
、	

　
新
た
な
課
題

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
目
、
コ

ロ
ナ
禍
で
減
少
し
て
い
た
外
国
人
人

口
も
増
加
傾
向
に
戻
っ
た
２
０
２
４

年
。
地
域
の
外
国
人
や
防
災
に
関
す

る
状
況
は
変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。

震
災
当
時
1
万
人
程
度
だ
っ
た
仙

台
市
の
外
国
人
人
口
は
、
２
０
２
４

年
１
月
１
日
現
在
で
１
５
，７
８
１

人
に
増
え
、
総
人
口
に
お
け
る
外

国
人
比
率
は
約
1.5
％
に
な
っ
て
い
ま

す
（
仙
台
市
住
民
基
本
台
帳
）。
人

口
増
に
伴
い
、
青
葉
区
以
外
に
も
集

住
地
域
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
国

籍
の
割
合
も
変
化
し
、
当
時
は
少
数

だ
っ
た
ネ
パ
ー
ル
と
ベ
ト
ナ
ム
が
大

き
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
図
1
）。
近
年
、
市
内
に
は
こ

の
2
か
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
雑
貨
店

が
増
え
て
お
り
、
同
国
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
地
域
経
済
を
支
え
る
労
働
力
と
し

て
も
存
在
感
が
増
し
て
お
り
、
宮
城

県
内
の
外
国
人
労
働
者
数
は
震
災
前

２
０
１
０
年
と
２
０
２
２
年
の
比
較

で
23
％
も
増
加
し
ま
し
た
（
図
2
）。

一
方
、
自
然
災
害
も
近
年
、
多

2016年片平地区の防災訓練
ハラルの炊き出し

コロナ禍による行動制限が緩和された2023年春、毎年４月末現在で公表される仙台市の
外国人住民数は14,540人となり、過去最高を記録しました。入国制限が緩和され、仙台
の大学や日本語学校等にはこれまで以上の留学生が入学し、人手不足の地域経済でも外国
人就労者が増加しています。
また、2024年元日の能登半島地震をはじめ、日本各地では自然災害が頻発しています。
今号では、増加する外国人住民とこれからの地域防災について考えます。

災害時の外国人住民との
共助に向けて
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様
化
・
頻
発
化
・
激
甚
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降

も
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
、

２
０
１
８
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
、
今
年
２
０
２
４
年
の
能
登
半
島

地
震
な
ど
、
大
規
模
地
震
が
繰
り
返

し
発
生
。気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

豪
雨
や
台
風
な
ど
風
水
害
の
被
害
も

頻
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
ご
と
に
防

災
対
策
や
避
難
方
法
は
異
な
り
、
外

国
人
住
民
へ
の
啓
発
や
情
報
発
信
の

方
法
に
も
さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
末
か
ら
の

コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
地
域
防
災

の
取
り
組
み
が
停
滞
。
お
祭
り
や
防

災
訓
練
な
ど
が
中
止
に
な
り
、
住
民

同
士
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
機
会
が

激
減
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
高
齢
化

が
進
み
地
域
活
動
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
自
治
会
・
町
内
会
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
行
動
制
限
が
な
く
な
っ
た

今
、
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ギ
は
共
助
が
生
ま
れ
る	

　
地
域
づ
く
り

能
登
半
島
地
震
で
改
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
の
が
、
大
規
模
災
害
時
の

公
助
の
限
界
で
す
。
広
範
囲
が
被
災

し
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
る
大
災
害
で

は
、
行
政
の
支
援
は
直
ち
に
は
行
き

届
き
ま
せ
ん
。発
生
後
し
ば
ら
く
は
、

地
域
住
民
の
自
助
・
共
助
で
避
難
所

の
立
ち
上
げ
や
要
援
護
者
の
対
応
な

ど
を
乗
り
切
る
し
か
な
く
、
住
民
同

士
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。
増
え
続

け
る
外
国
人
住
民
と
日
常
の
つ
な
が

り
が
持
て
な
い
ま
ま
で
は
、
災
害
時

に
混
乱
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
。

仙
台
駅
の
北
に
位
置
す
る
青
葉
区

の
宮
町
・
小
田
原
。
年
々
外
国
人
人

口
が
増
え
て
お
り
、
通
り
を
歩
け
ば

ア
ジ
ア
系
の
お
店
や
留
学
生
が
暮
ら

す
ア
パ
ー
ト
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
町
に
２
０
１
０
年
に
設
立
さ
れ
た

東
洋
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
約

４
０
０
人
の
留
学
生
が
在
籍
す
る
日

本
語
学
校
で
す
。
留
学
生
た
ち
は
、

地
元
神
社
の
東
照
宮
の
お
祭
や
商
店

街
の
清
掃
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、

地
域
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
交
流
し

て
い
ま
す
。
教
務
部
の
玉
澤
さ
ん
は

「
日
々
の
生
活
で
忙
し
い
中
、
活
動

に
参
加
す
る
学
生
も
い
ま
す
。
日
本

人
と
も
っ
と
話
を
し
た
い
、
地
域
の

人
や
日
本
文
化
に
も
も
っ
と
触
れ
合

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
地
域
の
防

災
活
動
な
ど
に
も
協
力
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
平
時
か
ら
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
、
災
害
時
の
共
助
を
生
み
出
す
カ

ギ
に
な
り
ま
す
。

災
害
時
の
外
国
人
支
援
は
、
29

年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
全
国
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
防
災
ツ
ー
ル
や
災
害
情
報
の
多

言
語
化
、
避
難
所
運
営
で
の
配
慮
、

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、

そ
の
取
り
組
み
は
年
々
進
化
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
外
国
人
の
増
加
と

定
住
化
が
進
む
中
で
、
外
国
人
住
民

自
身
が
地
域
の
防
災
活
動
や
災
害
時

支
援
に
取
り
組
む
例
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
情
報
網
や
交
通
ア
ク
セ
ス

が
遮
断
さ
れ
る
大
規
模
災
害
時
、
最

後
に
頼
り
に
な
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
力
で
す
。
外
国
人
を
含
む
多

様
な
人
た
ち
と
の
共
生
が
、
今
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

SenTIA せんだい外国人防災リーダー育成事業
　2020年度からスタートした、災害や防災に関する研
修を受け地域防災に貢献する外国人住民（防災リーダー）
を育成する事業です。災害時に限らず地域住民と協力し
ながら防災に取り組み、外国人と日本人を繋ぐ架け橋の
ような存在になることを期待しています。

https://int.sentia-sendai.jp/j/life/
bousai.html 2020年の外国人防災リーダー研修。

指定避難所となる小学校を見学。
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図２  外国人労働者の増加
宮城県の外国人労働者数の推移（各年10月末現在）

図１  ネパール・ベトナムの増加
仙台市の外国人住民　国籍・地域別人数と割合の変化（各年４月末現在）

※仙台市資料から作成

※宮城労働局の各年発表資料から作成
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中国
4,531 人

中国
3,869 人

韓国
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韓国
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フィリピン
576人

ネパール
2,074 人

その他
2,142 人

その他
4,415 人

米国
430人

フィリピン
389人 朝鮮

282人

【2010年】
4,228 人
864事業所

2010年 　総計 10,205 人

2023年　総計 14,540 人

【2023年】
16,586 人
2,872 事業所

外国人労働者数計 事業所数

外国人雇用をしている事業者数
も震災前の３倍以上。
市内の様々な場所で、外国人が
働いている。

震災後、ネパール・ベトナム
が増加。この２カ国で市の
外国人人口の４分の１以上を
占める。

町の清掃活動を行う
東洋国際文化アカデミーの留学生たち
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インタビュー

座
談
会
　
共
助
が
生
ま
れ
る
地
域
づ
く
り

　
外
国
人
住
民
の
中
に
は
日
本
で
初

め
て
災
害
を
経
験
し
戸
惑
う
人
も
多

い
一
方
、
そ
の
経
験
を
そ
の
後
の
生

活
に
生
か
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
外
国
人
人
口
の
増
加
で
、
危
機

管
理
な
ど
の
現
場
で
も
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
当
協
会
で

防
災
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

3
人
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

―
梁
さ
ん
、
ジ
ョ
イ
さ
ん
は
日
本
で

大
き
な
災
害
経
験
は
あ
り
ま
す
か
？

梁　
１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
当

時
私
は
留
学
生
で
、
神
戸
で
被
災
し

ま
し
た
。
半
月
ほ
ど
小
学
校
の
体
育

館
で
避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
ね
。

初
め
の
数
日
は
物
資
が
来
な
い
し
、

体
育
館
が
と
て
も
寒
か
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
イ　
私
は
２
０
１
１
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
で
す
。
そ
の
日
は
仕

事
が
休
み
で
、
友
人
の
家
に
い
ま
し

た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
９
階
で
す
ご
く

揺
れ
て
、
私
は
こ
こ
で
死
ぬ
の
か
な
、

と
。
そ
の
後
近
く
の
避
難
所
で
５
日

間
生
活
し
た
ん
で
す
が
、
お
年
寄
り

が
多
く
不
安
で
泣
い
て
し
ま
う
人
も

い
ま
し
た
。
夜
怖
く
て
眠
れ
な
い
人

に
は
「
大
丈
夫
、
も
う
地
震
は
来
な

い
で
す
よ
」
と
声
を
か
け
た
り
し
ま

し
た
ね
。

梁　
当
時
日
常
会
話
は
問
題
な
か
っ

た
で
す
が
、
非
常
時
の
混
乱
の
中
で

日
本
語
で
話
す
の
は
大
変
で
し
た
。

日
本
語
が
分
か
ら
ず
住
民
と
の
つ
な

が
り
も
な
い
外
国
人
は
も
っ
と
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
去
年
５
月
に

縁
あ
っ
て
仙
台
に
住
む
こ
と
に
な
り
、

神
戸
で
の
経
験
を
活
か
し
た
い
と
思

い
「
仙
台
市
災
害
時
言
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
登
録
し
ま
し
た
。

ジ
ョ
イ　
私
は
震
災
以
降
防
災
意
識

が
と
て
も
強
く
な
り
ま
し
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
家
族
や
親
戚
に
も
自
分
の

経
験
を
共
有
し
、
食
料
な
ど
の
備
蓄

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
3
ヶ
月
に

1
回
は
家
族
に
確
認
の
連
絡
を
し
て

い
る
の
で
す
が
、
家
族
と
同
居
し
て

い
る
若
い
姪
か
ら
は
「
お
ば
さ
ん
、

う
る
さ
い
」
っ
て
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
笑
）。

―
外
国
人
住
民
や
観
光
客
が
増
加
す

る
中
、
災
害
時
の
外
国
人
支
援
は
行

政
で
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
早
坂
さ
ん
は
消
防
署
時
代

か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
よ
ね
。

早
坂　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え

た
２
０
１
９
年
、
私
は
仙
台
駅
前
の

商
業
施
設
の
避
難
訓
練
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
年
は
外
国
人
観
光

客
な
ど
の
増
加
も
予
想
さ
れ
て
い
た

の
で
、
外
国
人
対
応
訓
練
を
加
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
近
隣
の
日
本
語

学
校
の
協
力
で
留
学
生
に
外
国
人
避

難
者
役
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
店
舗

ス
タ
ッ
フ
が
外
国
人
を
誘
導
し
た
り
、

消
防
隊
員
が
け
が
人
の
対
応
を
行
う

な
ど
の
訓
練
に
挑
戦
し
ま
し
た
ね
。

―
消
防
隊
員
の
皆
さ
ん
が
当
時
普
及

し
始
め
た
翻
訳
機
器
を
試
す
な
ど
、

工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

早
坂　
実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、
機

器
に
不
慣
れ
だ
と
迅
速
な
対
応
が
難

し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
在
住

の
外
国
人
で
あ
れ
ば
避
難
誘
導
な
ど

は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
十
分
に

伝
わ
る
し
、
周
囲
に
通
訳
で
き
る
協

力
者
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
も
有
効
だ

と
認
識
し
ま
し
た
。

―
市
役
所
本
庁
の
危
機
管
理
局
に
移

ら
れ
て
か
ら
も
、
当
協
会
の
「
せ
ん

だ
い
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
」
な
ど
に
協
力
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

早
坂　
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
初
年
度

に
は
外
国
人
受
講
者
に
「
自
主
防

災
活
動
」
に
つ
い
て
話
を
し
て
、

２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
で
被
害
の

あ
っ
た
太
白
区
の
旧
笊
川
周
辺
や
、

東
日
本
大
震
災
で
津
波
被
害
の
あ
っ

た
沿
岸
部
を
案
内
し
ま
し
た
。
防
災

意
識
を
持
つ
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
防

災
を
学
び
、
地
域
で
活
動
し
て
い
く

の
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ジ
ョ
イ

さ
ん
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
ね
。

ジ
ョ
イ　
は
い
。
講
座
で
は
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
町
内
会
以
外

に
も
、
近
所
の
人
に
自
分
か
ら
大
き

な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
っ
て
挨

拶
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
シ
ャ
イ

の
人
も
多
い
け
ど
、
挨
拶
す
る
と
挨

拶
が
返
っ
て
く
る
。
何
か
あ
っ
た
と

き
に
話
が
し
や
す
く
な
っ
て
、
い
つ

も
話
し
て
い
る
人
だ
か
ら
大
丈
夫
と

思
わ
れ
る
。
い
つ
で
も
助
け
合
え
る

存
在
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
繋
が
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
最
後
に
、
皆
さ
ん
の
経
験
か
ら
大

切
だ
と
思
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

早
坂　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
、
公
助
で
全
て

対
応
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
ま
ず

は
「
自
助
」
と
し
て
の
災
害
へ
の
備

え
を
お
願
い
し
ま
す
。
備
え
て
い
て

も
周
り
の
助
け
が
必
要
な
場
面
が
で

て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
地
域
の

中
の
「
共
助
」
が
大
切
で
、
日
頃
か

ら
町
内
会
や
近
所
の
方
と
交
流
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

ジ
ョ
イ　
私
は
、
仙
台
に
来
た
ば
か

り
の
外
国
人
に
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
例
え
ば
、
周
り
の
地
名
や
地
形

な
ど
を
知
ら
な
い
と
、
災
害
情
報
が

届
い
て
も
今
い
る
場
所
が
危
険
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
の
で
、
事
前
に
情
報
収
集

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

梁　
私
は
20
年
ぶ
り
に
日
本
に
来
て
、

昔
よ
り
地
域
の
交
流
が
薄
れ
て
い
て
、

避
難
し
て
も
全
く
知
ら
な
い
人
と
避

難
生
活
を
送
る
可
能
性
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
日
本
人
・
外
国
人
と
区

別
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間

と
し
て
お
互
い
に
理
解
し
、
尊
重
し

合
え
る
関
係
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

多
文
化
防
災
×
私
の
気
づ
き

早
はや

坂
さか

　政
まさ

人
と

 さん
2003年市消防局に入庁。救
急隊員や火災予防に関する業
務を担当し2020年から市危
機管理局併任となる。2023
年4月市防災・減災アドバイ
ザーに任命され市民講座やメ
ディアを通じて自助や共助に
役に立つ情報を発信している。

梁
りょう

　春
しゅん

江
こう

 さん
中国・北京出身。1989年か
ら６年間関西で留学・仕事の
ため来日。その後、20年間中
国で商社勤務。2023年5月
に来仙。現在はニュースカイ
グローバル株式会社代表取締
役。仙台市災害時言語ボラン
ティア。

カルメリータ　ジョイ　オハ　タムラ さん
フィリピン出身。来日約20
年。2011年東日本大震災を
経験。現在は仙台市災害時言
語ボランティアとせんだい外
国人防災リーダーとして活動
している。
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仙
台
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
は
、
２
０
２
０
年

に
異
文
化
理
解
と
交
流
を
目
的
に
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
海
外
の
映
画
上
映
会
、
カ

フ
ェ
で
会
話
な
ど
を
楽
し
む
交
流
サ
ロ
ン
、

海
外
や
日
本
の
伝
統
文
化
体
験
な
ど
で
す
。

２
０
２
３
年
５
月
に
は
、
昨
今
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
現
状
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
仙
台
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
に
講

師
を
お
願
い
し
て
、
ド
ニ
プ
ロ
地
方
の
伝
統

的
な
ぺ
ト
リ
キ
ウ
カ
塗
り
を
開
催
し
た
り
、

７
月
に
は
仙
台
に
住
む
外
国
の
方
も
楽
し
め

る
よ
う
に
、
こ
け
し
や
堤
人
形
の
絵
付
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

代
表
の
佐
藤
さ
ん
は
、活
動
を
通
し
て「
自

分
た
ち
が
知
ら
な
い
文
化
を
体
験
で
き
る
こ

と
が
素
直
に
嬉
し
い
。
ま
た
、
昔
か
ら
の
伝

統
文
化
が
な
く
な
る
こ
と
の
危
惧
も
あ
り
、

日
本
文
化
体
験
も
始
め
た
。
言
葉
で
聞
く
だ

け
よ
り
も
、
映
画
を
見
て
感
じ
た
り
、
一
緒

に
な
っ
て
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
参
加

者
同
士
の
交
流
も
生
ま
れ
る
。
今
後
も
、
体

験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
海
外
の
文
化
や

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中

と
の
こ
と
。
今
後
の
活
動
も
楽
し
み
で
す
。

伊
い

東
とう

　望
み

緒
お

 教諭

　中山小学校勤務５年目。
今年度は児童支援担当
として日本語指導のコー
ディネートを行っている。
趣味はキャンプ旅。

団体紹介

　仙台多文化共生センターなどで、２ケ月
に１回程度、仙台在住の外国人との交流
や国内外の文化体験会を実施。イベントや
ワークショップの運営ボランティアも随時
募集中。イベントの参加やボランティア募
集については、団体HP https://sendai.jcifc.
com、お問い合わせはsendai@jcifc.comまで。

私
は
中
山
小
学
校
で
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
児
童
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

外
国
と
日
本
で
の
学
校
生
活
に
は
た
く
さ

ん
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
児
童
に
と
っ
て

こ
れ
ま
で
の
生
活
や
学
習
で
使
っ
て
き
た
言

葉
や
習
慣
が
異
な
る
こ
と
は
、
大
き
な
不
安

で
す
。

円
滑
な
言
語
習
得
の
た
め
に
必
要
な
の

が
、
児
童
の
母
語
が
話
せ
る
指
導
協
力
者
と

担
任
と
の
橋
渡
し
で
す
。
こ
れ
ま
で
使
っ
て

き
た
言
語
で
補
い
な
が
ら
日
本
語
を
学
べ
る

と
い
う
こ
と
は
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
が
日
本
語
を
使
っ
て
自
分
の
思
い

や
悩
み
を
話
す
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
指
導

協
力
者
に
児
童
と
の
会
話
の
中
で
思
い
を
引

き
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
担
任
に
伝
え
る

こ
と
で
、
児
童
理
解
や
指
導
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

生
活
面
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
積
極
的

に
連
携
を
図
り
、
見
通
し
を
持
っ
て
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
準
備
物
や
約
束
、

諸
活
動
な
ど
、
私
た
ち
に
は
普
通
に
思
え
る

こ
と
も
、
外
国
ル
ー
ツ
の
児
童
に
と
っ
て
は

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
訪
問

派
遣
を
活
用
し
、
保
護
者
と
関
係
機
関
と
の

橋
渡
し
を
す
る
こ
と
で
、
児
童
が
安
心
し
て

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

昨年９月に行われた「中国パンダ切り絵体験会」での様子

多 文 化
SENDAI
多 文 化
SENDAI

仙台で活動する外国人コミュニティや
多文化共生・国際交流団体を紹介します

仙台国際交流クラブ

多様な子どもたちが学ぶ学校の様子を
現場の先生に伝えてもらいます

仙台市立中山小学校

仙台市教育委員会
「帰国・外国人児童生徒等

指導協力者派遣事業」
日本語指導の必要な小学生・

中学生のために、学校にボラン
ティアを派遣しています。ボラ
ンティアは、母語による通訳支
援や日本語での指導により児童
生徒の適応をサポートします。
１回のサポートは２時間、最大
40回です。希望する場合は、学
校の先生かSenTIAに相談してく
ださい。

読む書く話す学習のほか、カードゲームな
どを使って、興味のある話題へと会話を広
げています。
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仙台
はたらく
で

子育て
せんだい
in

の

私
た
ち
家
族
は
ず
っ
と
中
国
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
つ
か
は
日
本
で
生
活
し
、
子
ど
も
た
ち
に
は
日
本

語
や
日
本
の
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
家
族
全
員
で
帰
国
す
る
計
画
も
立
て
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
よ
い
よ
帰
国
し
よ
う
と
考
え
て
い
た

２
０
２
０
年
、
世
界
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
帰
国
は
延
期
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と
落
ち
着
い
た
頃
に
は
、
娘

は
中
学
３
年
生
、
息
子
は
小
学
６
年
生
。
日
本
語
が
ほ
と
ん

ど
話
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
日
本
の
学
校
に
ど
の
よ
う
に
通

わ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
、
受
験
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
…
。
日

本
で
の
子
育
て
経
験
が
な
い
私
に
は
全
く
見
当
が
つ
か
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

仙
台
の
学
校
へ
の
編
入
に
あ
た
っ
て
は
公
立
・
私
立
両
方

の
学
校
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
日
本
語
学
習
の
支
援
が
受
け

ら
れ
る
公
立
学
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
学
年
下
げ
て
入
学
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
特
に
娘
は
高
校
受
験
が
迫
っ
て
い
た
の

で
、
１
学
年
下
げ
る
こ
と
で
日
本
語
や
教
科
の
勉
強
に
じ
っ

く
り
取
り
組
め
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
私
も
宿
題
を
み
て

あ
げ
た
り
、
進
路
に
つ
い
て
一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
親
と

し
て
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん

大
事
な
の
で
す
が
、
文
化
の

違
い
や
日
本
語
な
ど
、
日
々

新
し
い
発
見
の
中
で
子
ど
も

た
ち
自
身
が
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
も
大
事
に
し
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
校
で
は
新
入
生
が
入
国
す
る
と
、
ま
ず
自
己
紹
介
が
き

ち
ん
と
言
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
名
前
も
早
口
で
聞

き
取
り
に
く
い
た
め
、
ゆ
っ
く
り
！　
は
っ
き
り
！　
と
繰

り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
。
挨
拶
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
も
自
国

の
流
儀
が
染
み
つ
い
て
い
て
、「
は
い
」
と
言
い
な
が
ら
首
を

横
に
振
る
学
生
も
い
ま
す
。
彼
ら
の
文
化
を
理
解
し
て
あ
げ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
ま
ず
は
日
本
式
が
身
に

付
く
よ
う
根
気
よ
く
指
導
し
て
い
ま
す
。
教
室
内
だ
け
で
は

な
く
、
事
務
所
で
対
応
す
る
際
も
気
づ
い
た
事
は
直
す
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
挨
拶

で
あ
り
、
登
下
校
時
に
は
積
極
的
に
声
が
け
を
し
て
い
ま
す
。

時
折
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
中
の

学
生
を
見
か
け
ま
す

が
、
き
ち
ん
と
業
務
を

こ
な
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
と
気
を
揉
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
彼
ら
は
多
く

の
人
と
交
わ
る
こ
と
で

日
本
社
会
に
馴
染
み
、

成
長
し
て
い
ま
す
。
当

校
で
指
導
し
た
こ
と
を

礎
と
し
つ
つ
、
個
性
や

実
力
を
発
揮
し
、
社
会

の
一
員
と
し
て
活
躍
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
我
が
家
に
滞
在
し
て
い
た
農
業
支
援
の
日
本

人
が
と
て
も
優
し
く
、
日
本
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
大
学

を
卒
業
し
来
仙
し
た
の
は
２
０
１
０
年
の
４
月
で
す
。
震
災

の
時
も
日
本
人
の
優
し
さ
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
語
学
校
と
専
門
学
校
を
卒
業
し
一
度
は
就
職
し
た
の

で
す
が
、２
０
１
６
年
に
起
業
し
雑
貨
店
を
開
店
し
ま
し
た
。

自
分
も
周
り
の
留
学
生
も
ネ
パ
ー
ル
の
食
材
を
手
に
入
れ
づ

ら
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
「
本
場
の
味
を

届
け
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
料
理
店
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。「
ク
マ
リ
、知
っ
て
る
よ
」と
聞
く
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

海
外
在
住
ネ
パ
ー
ル
人
協
会
の
活
動
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
医
療
機
関
の
血
液
不
足
を
知
り
ネ
パ
ー
ル
人
を
集
め

て
献
血
を
し
ま
し
た
。
昨
年
５
月
に
東
北
道
の
バ
ス
事
故
で

ネ
パ
ー
ル
人
２
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
手
続
き
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
人
か
ら
の
困
り
ご
と
の
相
談

が
あ
る
と
き
は
、で
き
る
だ
け
仕
事
よ
り
も
優
先
し
て
い
ま
す
。

仙
台
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、
万
が
一
悪
い
こ
と

を
し
た
ネ
パ
ー
ル
人
が
い
て

も
全
て
の
ネ
パ
ー
ル
人
が
悪

い
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
た

め
に
役
に
立
ち
た
い
ネ
パ
ー

ル
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
分

か
り
あ
う
た
め
に
、
今
後
日

本
人
と
ネ
パ
ー
ル
人
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

シュレスタ  ハリ  ゴパルさん／
ネパール出身。株式会社H&S代
表取締役。KUMARI SHOPPING 
CENTER経営。2021年から2年 
間海外在住ネパール人協会日本
支部（仙台）の理事長を務めた。

相原 俊夫（あいはら としお）	
さん／2005年に中国に渡り
起業。中国で結婚・子育てを
経験し、2023年7月に一家
で帰国。

白鳥 美幸（しらとり みゆき）	
さん／名古屋市出身。仙台ラ
ンゲージスクール事務局長。
問い合わせ対応、学生指導等、
幅広く手掛ける。サボテンの花
と猫が好き。

Vol.2

青葉区花京院にある店内の様子。
他にインド・ネパール料理KUMARI

（クマリ）を経営しています。

日本語の宿題をみるのは私の役
割です。今は日本語の意味や使
い方など、子どもたちの「なぜ？」
に答えるのが中心の生活です。

遠足での一コマ。笑顔がまぶしいです。

仙台に暮らす多文化な皆さんのライフスタイルを紹介しますコラム
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CIR通信 Vol.6  初めまして仙台／SenTIAで仕事をして
仙台市国際交流員（CIR）がSenTIAで携わっている多文化共生事業について紹介します。

※国際交流員（CIR：Coordinator for International Relations）
　JETプログラム（政府の外国青年招致事業）で来日し、自治体の国際交流担当部局等で国際交流や多文化共生事業に携わっています。
　仙台市には現在、2名のCIRがいます。

言葉や文化の違いをこえて、誰もが生き生きと暮らせる「多文化共生の地域づくり」に向けて、皆様
からの支援をお待ちしています。事業にご賛同いただける方は、どなたでもお申し込みいただけます！

CIR  イーライ
　�アイルランド・コーク出身。
　来日1年目。
　小説と登山が好き。

SenTIAサポーター（国際化事業部 賛助会員）募集中！

申込方法等については、ウェブサイトをご覧ください。
市民団体・法人会員のサポーターも紹介しています。

https://int.sentia-sendai.jp/j/activity/supporter.html

CIR  テシア
　カナダ・バンクーバー出身。
　来日2年目。
　猫とコーヒーが好き。

今回は
 イーライから
紹介します！

仙台ボランティア英語ガイドGOZAIN
外国人のために英語で通訳・ガイドを行うボランティ
ア団体です。
仙台・松島・近隣地の観光、国際会議やイベントで活
動しています。
また、スキルアップと英語力の維持向上
のため、各種研修や外国人との交流会を
定期的に開催しています。

https://gozain.jimdofree.com/

2023年度市民団体会員のご紹介

初めまして。アイルランド出身のイーライです。CIRとして
2023年8月に着任しました。今回はSenTIAで働いて数か月
の感想を話したいと思います。

私たち仙台市のCIRは市役所とSenTIAに月替わりで勤務し
ています。初めてSenTIAで働いたのは来仙して一か月経った
ころでした。市役所では語学力を生かした翻訳業務が多いので
すが、SenTIAでは、翻訳以外にもさまざまな業務があります。

SenTIAに来て２日目には、仙台のメディア関係者を前に話
をすることになりました。この『みやぎ「災害とメディア」研
究会』では、災害報道の際に外国人の視点も考えてもらうため、
他の外国人参加者と共に被災経験（自分の場合は経験のなさ）
について発表しました。

その他にも、先輩CIRのテシアさんと自国と日本の秋の風物
について話した「FMラジオ多言語放送局」の収録。外国人に
とってわかりやすい日本語を市職員と一緒に練習した「やさし
い日本語講座」。気付いたら、「初めて」がいっぱいの新生活を
送っています。

これまで携わってきた事業はさまざまですが、首尾一貫して
言えるのは、仙台在住の外国人についての理解を深めてもらお
うというねらいがあることです。Date FMの防災ラジオ番組

「Global Talk」に出演したときには、被災経験のない私に話せ
ることがあるのか不安になりましたが、今考えると、「日本人
と外国人では経験や知識にさまざまな違いがある」ことを伝え
るのが大事だと気づきました。

今後も自分の仕事が少しでも、仙台市の多文化共生・多文化
理解の促進につながるよう頑張っていきたいと思います。

仙台市のみなさん、これからもどうぞよろしくお願いします。

会員の種類／会費（年度ごと）
学　　生／１口  500円　　個　人／１口 1,000円

市民団体／１口 2,000円　　法　人／１口 5,000円

ラジオ３「特別版 多文化Cafe」公開収録での様子。右から２番目がイーラ
イさん。このラジオ３での収録も初めての経験でした。
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J
R
仙
台
駅

地下鉄南北線
広瀬通駅

地下鉄東西線
青葉通一番町駅

地下鉄東西線
大町西公園駅

地下鉄東西線
国際センター駅

JR 仙石線
あおば通駅

仙台観光国際協会
SenTIA（６階）

仙台多文化共生センター
（仙台国際センター内）

青葉通

広瀬通

晩
翠
通

東
二
番
丁
通

国
分
町
通

広
瀬
川

日本銀行
仙台支店

仙台多文化共生センターでは、仙台に暮らす外国人住民の相談に多言語で対応しています。
地域や学校、公的機関等からの各種相談にも応じています。お気軽にご利用ください。

仙台多文化共生センター
をご利用ください TEL  022-224-1919

〒980-0856　仙台市青葉区青葉山無番地　仙台国際センター 会議棟1階
毎日 9:00 a.m.〜5:00 p.m.（年末年始と月に1～2日程度の休館日を除く）
TEL :	022-265-2471 　
FAX :	022-265-2472 　
Email : tabunka@sentia-sendai.jp

仙台多文化共生センターは、仙台市の委託を受け、	
（公財）仙台観光国際協会（SenTIA）が運営しています。

外国人住民の日常生活での困りごと、悩みごとに、外国語で対応します。
スタッフが英語・中国語で対応します。その他の言語については「通訳サポート電話」で対応することがあります。
中国語・韓国語・ベトナム語・ネパール語は、相談員がそれぞれ週に1～2回、仙台多文化共生センターで直接相談に応じます。

外国語による相談対応

在留資格、法律、仕事で困っていること、行政手続き、税金などについて、専門家に相談できます。
事前申込が必要です。通訳も無料で申し込めます。詳しくはお問い合わせください。

2024年３月以降の予定　時間はすべて1:00 p.m.～4:00 p.m.
※ 開催日が変更になることがあるので、ウェブサイト（右側のQRコード）を確認してください

仙台出入国在留管理局 仙台弁護士会 宮城県行政書士会 宮城労働局 東北税理士会

毎月第４金曜 毎月第２金曜 毎月第１土曜 奇数月の第３木曜
次回予定は

ウェブサイトで
ご確認ください。

外国人のための専門相談会

3者間通話ができる電話を使って外国人住民への生活情報の提供と、通訳によるコミュニケーションのお手伝いを
します。区役所・市民センター・保育所・学校などで、外国人住民とのコミュニケーションでお困りの際にご利用く
ださい。（商用利用はできません）

通訳サポート電話　 TEL 022-224-1919

英語、中国語、韓国語、ベトナム語、ネパール語、タガログ語、タイ語、ポルトガル語、スペイン語、ロシア語、インドネシア語、イタリア語、
フランス語、ドイツ語、マレー語、クメール語、ミャンマー語、モンゴル語、シンハラ語、ヒンディー語、ベンガル語、ウクライナ語

対応
言語

SENDAI Lifestyle Vol.8
発行：2024年3月　（公財）仙台観光国際協会 国際化事業部
〒980-0811　仙台市青葉区一番町3丁目3-20 東日本不動産仙台一番町ビル6階
TEL：022-268-6260　FAX：022-268-6252　Email：kokusaika@sentia-sendai.jp
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